










































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は⑤
ライトバック方式では最新データがキャッシュにのみ存在する場合がある。主記憶とキャ
ッシュ間で不整合が生じ、DMA転送時に誤ったデータを読み出す恐れがあるため対策を要
する。

●問題Ⅲ-2
正解は③
各文字の出現頻度はeが4、m・n・yが各3、i・oが各1である。ハフマン符号化のアルゴリ
ズムに従って最小頻度の節点から順次マージしていくと、木③の構造は作成されない。

●問題Ⅲ-3
正解は②
根・左・右の順に巡回する前順（行きがけ順）が(ア)、左・根・右の順の間順（通りがけ
順）が(イ)、左・右・根の順の後順（帰りがけ順）が(ウ)に対応する。

●問題Ⅲ-4
正解は①
k-平均法（k-means法）は非階層的クラスタリング手法であり、クラスタ数kを事前にパラ
メータとして指定した上で、各クラスタ中心からの距離に基づき分類を行う。

●問題Ⅲ-5
正解は③
演算後の図形は、円Aと逆三角形Bが重なり合う積集合（A∩B）の領域に、長方形Cの領域
を合体させた和集合の形状を示しているため、A∩B∪Cとなる。

●問題Ⅲ-6
正解は③
音声認証は専用の高価な装置を必要とせず安価に導入できる利点がある一方、周囲の環境
騒音や体調変化に伴う声質の変動によって本人拒否率（FRR）が上昇しやすい。

●問題Ⅲ-7
正解は③
処理前のヒストグラムでは画素値が狭い範囲に偏っているが、処理後は0から255までの広
い範囲に分散して明暗の階調幅が拡大しているため、コントラストが高くなる。

●問題Ⅲ-8
正解は④
HDFSは数GB以上の大規模なファイルを連続的に読み込むシーケンシャルアクセスに最適化
されており、大量の小さなファイルを扱うとNameNodeのメモリ消費が過大となる。

●問題Ⅲ-9
正解は②
本回路は同期式3ビットアップカウンタを構成しており、クロックの立ち上がりごとに値
が1ずつインクリメントされ、001から111へ順次遷移する。

●問題Ⅲ-10
正解は①
制御フローグラフの深さ優先探索木において、支配節点（祖先ノード）へ向かう後退辺（
ループを形成する辺）は、ノード4へ戻る(3, 4)とノード6へ戻る(7, 6)である。

●問題Ⅲ-11
正解は②
ループ内で値が変化しないLDI命令2行をループ前へ移動する。ループ外で4命令、ループ
内で6命令が150回実行されるため、総実行命令数は4＋6×150＝904となる。



●問題Ⅲ-12
正解は②
線形関数のみで多層ニューラルネットワークを構成すると、合成関数も単なる1つの線形
変換に帰着され、層を深く重ねても表現力が高まらないため非線形関数を用いる。

●問題Ⅲ-13
正解は④
トランザクションの原子性（Atomicity）とは、含まれる一連の処理がすべて完全に実行
される（All）か、または全く実行されずに取り消される（Nothing）かを保証する性質で
ある。

●問題Ⅲ-14
正解は①
真理値表より、入力AとBの値が異なるときに出力がH（真）となり、一致するときに出力
がL（偽）となっているため、排他的論理和回路（EX-OR）である。

●問題Ⅲ-15
正解は②
並列2台のPCの稼働率は0.9975、プリンタは0.99である。これらとファイルサーバ（0.99
）を直列に結合すると、システム稼働率は0.9975×0.99×0.99≒0.98となる。

●問題Ⅲ-16
正解は③
スクラムにおけるチーム構成は、プロダクトの価値を最大化するプロダクトオーナー、開
発作業を行う開発チーム、スクラムの実践を支援するスクラムマスターの3役からなる。

●問題Ⅲ-17
正解は④
UMLにおいてシステムの動的な振る舞い（ビヘイビア）を表現する図にはアクティビティ
図やステートマシン図等があり、コンポーネント図やER図等の構造図と区別される。

●問題Ⅲ-18
正解は④
ディペンダビリティは、システムや製品が提供するサービスが正当に信頼できる能力であ
り、使用品質における利用者の信頼や期待を反映する包括的な品質概念である。

●問題Ⅲ-19
正解は②
DFDの階層化においては可読性や保守性を維持するため、無制限に階層分割するのではな
く、通常3〜4階層程度（多くても5階層程度）を上限として分割を行う。

●問題Ⅲ-20
正解は①
左側の分岐を通るテストで左の命令文を実行し、右側の分岐で後続の分岐をすべて右へ進
めるテストで右側の全命令文を実行できるため、最小2ケースで命令網羅率100%となる。

●問題Ⅲ-21
正解は③
参加者にモデレータや記録係などの明確な役割を割り当て、チェックリストに基づいて成
果物を検証し、メトリクス収集やプロセス改善を図る公式レビューはインスペクションで
ある。

●問題Ⅲ-22
正解は②
オブジェクト図では、Figureの具象型であるCircleやRectangleが多数のRelationshipと
相互に関連しているため、FigureとRelationshipが多対多の関連を持つクラス図②が適合
する。



●問題Ⅲ-23
正解は③
JIS X 0001において情報システムは、「情報処理システムと、これに関連する人的資源、
技術的資源、財的資源などの組織上の資源とからなり、情報を提供し配布するもの」と定
義されている。

●問題Ⅲ-24
正解は②
エンタープライズアーキテクチャ（EA）は、組織全体の業務プロセスやデータ、アプリケ
ーション、IT技術基盤を包括的に整理・体系化し、全体最適化を図る設計手法である。

●問題Ⅲ-25
正解は①
GDPR（EU一般データ保護規則）では、EU域内で収集された個人データを適切な保護水準が
担保されていないEU域外の第三国へ移転することを原則として禁止・厳格に規定してい
る。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
最長経路（クリティカルパス）は28日の2経路（A-B-E-G-HおよびA-B-D-G-H）が存在す
る。両経路に共通して存在する作業A→Bを1日短縮することで全体を1日短縮できる。

●問題Ⅲ-27
正解は①
ソフトウェア保守の計画や体制構築、保守プロセスの定義などの活動は、システム引き渡
し前（開発段階）からあらかじめ着手・準備しておく必要があるため誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は④
ユースケース図では、システム開発の対象範囲（スコープ）の内外を視覚的に明確にする
ため、矩形の枠でシステム境界を描き、内部にユースケース、外部にアクターを配置す
る。

●問題Ⅲ-29
正解は③
ソフトシステムズ方法論（SSM）で用いられるリッチピクチャは、問題状況やステークホ
ルダーの人間関係、感情、対立関係等を絵や記号で自由に表現して課題を可視化する技法
である。

●問題Ⅲ-30
正解は④
呼量は(18回×200秒)÷3600秒＝1.0アーランである。呼損率0.05の列を参照すると、3回
線（0.699）では不足し、4回線（1.52）で許容呼量を満たすため4回線となる。

●問題Ⅲ-31
正解は②
LPWA（省電力広域無線技術）には、LoRaWANやSigfoxのように920MHz帯等の免許不要なア
ンライセンスバンド（ISM帯）を利用して手軽に展開できる規格が多く存在する。

●問題Ⅲ-32
正解は②
UTPケーブルの規格カテゴリの数字が大きくなると対応する伝送帯域や通信速度が向上す
るが、規格上の最大伝送距離はカテゴリによらず原則として100mであるため誤りである。

●問題Ⅲ-33
正解は④
Secure属性を付与されたCookieは、暗号化されたHTTPS通信時にのみWebブラウザから送信
され、平文のHTTP通信では送信が遮断されて盗聴リスクが低減される。



●問題Ⅲ-34
正解は②
DNSにおいて、ホスト名に対するIPv4アドレスの正引き名前解決にはAレコードを用い、
IPv6アドレスの名前解決にはAAAA（クアッドエー）レコードを設定する。

●問題Ⅲ-35
正解は③
DESは56ビット鍵を用いる米国の標準共通鍵暗号であったが、鍵長不足による解読リスク
に対処するため、DESによる暗号化・復号を3回繰り返す3DESが実用化された。


